鳥取県立美術館整備基本計画策定支援及びＰＦＩ手法導入可能性調査業務委託
公募型プロポーザル審査会運営要綱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（目的）
第1条 鳥取県立美術館整備基本計画策定支援及びＰＦＩ手法導入可能性調査業務の委託契約候補者
を公募型プロポーザル方式により選定するに当たり、参加者から提出された企画提案書を適正に評価するため、鳥取県立美術館整備基本計画策定支援及びＰＦＩ手法導入可能性調査業務委託公募型プロポーザル審査会（以下「審査会」という。）を設置する。

（構成）
第２条　審査会は、委員長１名及び委員４名をもって組織する。
２　委員は別表に掲げる者をもって充てることとし、委員長は委員の互選により選出する。
３　委員長は、会務を総括する。
４　委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名した者がその職務を代行する。

（調査審議する事項）
第３条　審査会は、鳥取県立美術館整備基本計画策定支援及びＰＦＩ手法導入可能性調査業務に係る受託者の選定に関する事項について調査審議するものとし、その具体的な内容は次の各号に掲げるとおりとする。
（１） 企画提案書等の評価方法に関すること。
（２） 企画提案書等の審査及び評価に関すること。
（３） 最も優れた提案を行った者の選定に関すること。
（４） その他、必要と認める事項に関すること。

（運営）
第４条　審査会は、博物館長が招集する。
２　審査会の議長は、委員長があたる。
３　委員長は、必要に応じて関係者の出席を求め、意見を聴取することができる。

（会務の決定）
第５条　審査会は、委員の半数以上が出席して開催するものとする。
２　審査会の議事は、出席した委員の過半数で決する。

（審議の非公開）
第６条　審査会は、非公開とする。
２ 委員長及び委員は、審査会で知り得た秘密を漏らしてはならない。

（事務局）
第７条　審査会の庶務を処理するため、鳥取県立博物館内に事務局を置く。

（その他）
第８条　この要領に定めるもののほか、審査会の運営に関し必要な事項は、博物館長が別に定める。

附則
この要領は、平成２９年６月９日から施行し、平成２９年８月３１日限り廃止する。
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